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序 文

福部村には、古くから埋蔵文化財の存在が知られており、近年の発掘調査で

は、多くの貴重な資料が報告されています。特に遺跡の分布調査では未調査の

部分を多く残しているものの100基以上の古墳が確認されており、貴重な文化遺

産として後世まで保護すべく使命を痛惑しています。

福部村における発掘調査は、そのほとんどが開発に伴うもので、海士23• 24号

古墳の発掘調査も文化財保護を最優先に考えましたが、福部村では村民グラン

ド建設の有効候補地は限定され、やむを得ず記録保存という事態になりました。

今回の発掘調査では、その成果として古墳時代先住民の埋葬に至る数多くの

資料が提供されましたが、福部村内には多くの遺跡・古墳が残されており、こ

れらの貴重な文化遺産を今後どう保護して行くのか検討すべき良い機会でもあ

ったと思います。

終りに、今回の発掘調査を実施するにあたり、鳥取県教育委員会をはじめ、

関係各位の多大なるご指導、ご協力に対し深甚なる感謝を捧げるとともに、発

掘調査に従事していただいた皆様に対し、厚くお礼を申しあげ発刊の挨拶とい

たします。

平成 2年 3月

福部村教育委員会

教育長老門辰生



例 言

1 本書は、福部村民グランド建設事業に伴い、福部村教育委員会が発掘調査を実施した

海士23• 24号古墳発掘調査報告書である。
ふくべそん あもう

2 本古墳は、鳥取県岩美郡福部村大字海士342-2外に所在する。

3 調査は、福部村教育委員会が調査主体となり、 1981年 9月22日から1981年11月16日ま

でを現地調査、翌年 3月31日で室内整理作業を完了した。

4 本書に掲載の地形図のうち挿図ー 1は、建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形

図を使用した。

5 本書に使用した挿図の座標・方位は磁北であり、標高は、東京湾平均潮位を基準とし

ている。

6 本書の執筆は、鳥取県埋蔵文化財センターの協力のもとに松下利秀が執筆・編集した。

7 出土遺物・図面・写真等の整理は、調査員と作業員が鳥取県埋蔵文化財センターの指

導により同センターで行った。

8 出土遺物、実測図等は、福部村教育委員会で保管している。

9 発掘調査に際し、現地調査及び報告書の作成にあたって、地元海士地区より多大なる

ご協力をいただき、鳥取県教育委員会の亀井煕人氏には、現地にてご指導をいただいた。

記して感謝します。

発掘調査の組織

調査団長 河口 安信（福部村教育委員会教育長） 1986年まで

ク 老門辰生（ ，，， ） 

調査指導 清水 真一（鳥取県教育委員会文化財主事）

ケ 田中精夫（ ク ） 

調査主任 松下利秀

調査員 長岡充展

作業員 井上富士子岸本美津子中川登美枝中原健司難波志津枝

浜本かず江浜本愛子林ユリ子松本ふき松村美佐江

森川繁子村中訓子安田ちえ子安田登美恵山沢多鶴子

山根栄子山根富芙枝

事務担当 谷 岡 陽 一 谷 本 俊 一
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第 I 置と環境

髯王古墳群は、いわゆる鳥取砂丘の東部に存在する福部砂丘の後背地に位置して汽水性
ゆやま ほ そ か わ

に潟湖を形成していた湯山池。細川池に面する北向き斜面の丘陵地に位置している。
あがた すくなみ

福部砂丘をやや細かく見ると、県集落背後の古砂丘と直浪遺跡背後から東北東走向ずる

新砂丘 I、そして浜湯山から東北東走向する祈砂丘IIの三列より成る横列砂丘により構成

され、古砂丘は大山中部火山灰により被われる砂丘であり、新砂丘 Iはクロホクに被覆さ

れる砂丘であり、新砂丘IIは歴史時代に形成された砂丘であろうと考えられる。従って、

縄文遺跡として知られる直浪遺跡は当時すでに形成されていた潟湖（湯山池＼に南面する

遺跡であり、細川池周辺も含めてこの地域が古代から安定した経済基盤に支えられていた
くり 9←1こ

地域と推定される。幅部村にはその他にも縄文遺跡として県内外に有名な栗谷遺跡が知ら

ここでは北白川下層 II式（縄文前期）から橿原式（縄文晩期）へ連続する各形式の土

沿群が確認されると同時に豊富な木製品や石喘類そして動・植物遺体なとと共にサメの歯

牙を利用したペンダント或いは山陰地方で初見の製塩十虚且なとも検出されている。

この湯山池・細川池は江戸末期に干拓がなされるまで潟湖としての特徴を存続していた

と思われ、小泉友賢（1688) による『稲葉民談記』に載る古地図にもこれらの池が描かれ

ており、「湯山にて塩を製す。細川・湯山の池にて鮒・小えび・菱を荏す」という記述は注

目に値する。また『三代実録』貞観五年 (863) 十一月の条に「……••因幡国言新羅国人五 I·

じ人、来一着荒坂濱頭。……・・」とあり、当時の荒坂とは『延喜式』。『和名抄』の両方に載

る法美郡にある式内社の荒坂神社の在った所を示すと考えられており、その［日所在地とし

て塩見川河口より約 3km遡った宮奥集落付近が比定されている。つまり外洋航海にも耐え

得る五十七入を乗せる船とは単なる小舟ではなく、平安時代の細川池は日本海に通じる豊

かな内湾を呈していた事と想像される。

また、『延喜式』。『和名抄』には法美郡服部郷に所在する式内社として服部神社を載せ、こ

の神社の旧所在地は海士集落南方の丘陵地が比定されている。『稲葉民談記』は服部庄として
の ， だ くりたに や え は ャ ら やたに たかえ あもう ゆや 士 は そがわ

南田村・栗谷村。八重原村・矢谷村・高江村・海士村・湯山村・細川村の八ケ村を載せ、この

服部庄はいわゆる荘園時代から鎌倉時代後半までその領家職を因幡国一の宮である宇倍神社

が持っていた。そこで注目したいのは、宇倍神社つまり伊福部氏（法芙郡々頷）が古代よりこ

の地をその管轄下に置いていた事であり、『日本書記』（成務紀）の記述に「五年の秋九月に、

諸国に令して、国郡に造長を立て、県邑に稲置を置つ。並びに盾矛を賜ひて表とす。則ち山

河を隔ひて国県を分ち……•゜」とある事である。これと同種の指摘は『岩美町誌』でもなされ、

『延喜式』に載る式内社高野神社は巨濃郡に数えられ『和名抄』には法美郡高野郷と載る。

つまり福部村はいつの頃からか巨濃郡に編入されるが、それ以前は法美郡の管轄下にあ
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り、また岩美町の高野郷も同様である。これについての若干の解釈は『上ミツ工遺跡発掘

調査報告書Il』（岩美町教委）に述べたが、法美郡（伊福部氏）にとって現在の岩美町岩常

から福部村蔵見への高野坂ルートは重要な意味を有していたと思われる。

そこで村内の古墳について見ると先ず小札鋲留眉庇付冑•他を出土した湯山 6 号墳を挙

げる事が出来、この古墳は古墳時代中期の円墳（箱式石棺）で湯山池に面した湯山の低丘

陵突端に位置している。次いで海士25号墳（前方後円墳）はその埋葬主体部の石棺に柱状

石材を使用していた事で知られ、この柱状石材を使った石棺をもつ古墳として岩美町の新

井51号墳・小畑 8号墳・浦富 3号墳そして城崎町の小見塚古墳などが挙げられる。また横

穴式石室の蔵見 2号墳と蔵見 3号墳は陶棺の破片を多量に出土した事で知られ、二上山南

麓の高野坂ルートを越えた岩美町福石遺跡内でも須恵質切妻家型陶棺の出土が知られてい

る。そして横穴式石室の中でも法美郡に特徴的と言われる中高式石室について見ると村内
くらみ

では今の処、高江 6号墳・南田 1号墳・蔵見 2号墳・蔵見 3号墳が知られ、概略的に塩見

川流域と国府町との境界の上野山古墳群に見られる様に思われ、中高式石室と陶棺との関

連は吉備との影響を考慮しつつ今後注目する必要が在る。
し お み くじらさこ

また、塩見川上流の地名に久志羅・左近が在り、『伊福部臣古志』に載る第25代久遅良、

第27代国足（従四位上左衛門督）と関連深く思われ、単なる偶然とは思われない。

つまり、湯山 6号墳の被葬者を考える時にはその豊富な副葬品より海上交易に熟達した

海部を考える事が出来、柱状石材を使用した石棺を有する古墳についても但馬との関連と

共に海部の存在を推定させる様に思われる。また、中高式石室については伊福部氏の関与

を想定する事ができ家型石棺・陶棺との関連で考えるべきであろう。そして服部庄・服部

神社に着目すれば服部氏の存在も無視する事が出来ない。従って福部村内の古墳群を概観

する時、単一の在地豪族によるものとは考えられず、今回調査した海士24号墳の如くは古

墳時代後期後半になっても横穴式石室を受容せず、木棺直葬の円墳を造営している。

最後に、福部村の古墳時代後期後半（六世紀後半）以後の社会を考える時には法美郡つま

り伊福部氏の存在を無視して考える事は出来ない。伊福部氏は何故、その地形的境界を無視し

て現在の福部村をその管轄下である法美郡に置き得たのか。伊福部の拾頭からその勢力の衰

退過程を追う事は福部村の歴史を考えるのみに止まらず、因幡国全体の歴史を究明する事と

なる。そしてその調査対象地域として村内の古墳群は極めて重要な鍵を握っていると言える。

参考文献

(1) 福部村(1981):福部村誌

(2) 福部村教育委員会(1989)：栗谷遺跡発掘調査報告書II

(3) 鳥取県（1972):鳥取県史・原始古代編

(4) 八頭郷士文化研究会(1988):新編八頭郡誌（一）ふるさとの歴史上 坂本敬司：古代のふるさと

(5) 下高瑞哉（1986):中高天井をもつ横穴式石室について（鳥取大学卒論）
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第 II章調査の概要

海士23• 24号墳は、標高約20~26mのほぼ南北方向で孤立丘陵状を呈する丘陸尾根上を

選地して造営されている。北方下位の水田面との比高は約15mと低く、東隣する丘陵の先

端部には水田面と略同レベルで海士25号墳（前方後円墳）があり、西方の丘陵尾根上には

密集して20数基の古墳が確認されている。

従って調査は、当初より確認されていた海士23号墳と 24号墳の距離が約55mと離れ過ぎ

ている為その間に 3本のトレンチを設定すると同時に、海士24号墳の南方に 2本のトレン

チを設けて古墳の有無の確認作業を行なう事とした。また、その事前調査として縮尺100分

の1で10cmコンターの地形測量を行なった。

5本のトレンチ調査では層厚約10cm程度の表土層の下位に直ちに地山火山灰が現れ、全

てのトレンチで遺構・遺物の確認はされなかった。その為調査の主力を海士23• 24号墳に

置く事として、丘陵全面の表土剥ぎ作業は行なわなかった。以下、簡単に 2基の古墳につ

いての概略を記述する事とする。

第 1節海士23号墳について

海士23号墳は、標高約20mの丘陵先端部を選地しており径約10mの円墳である。墳丘の

高さは約90cmを遺存し、埋葬主体部はそのほぼ中央に木棺を 1基直葬する個人墓であった。

埋葬主体部は、その掘方規模260X110cmを測る隅丸長方形を呈し、その長軸方位は N-

79°-wを示す東西方向の埋葬主体部である。埋葬施設は見かけ上、隅丸長方形を呈してい

るが、その棺床規模175X52cmの小口痕を残さない木棺と考えられ、掘方の東端から約60cm

離して西方寄りに設置されていた。

墳丘の保存状態は極めて悪く、墳項部付近で約20cmの表土層盛土直下で暗黒褐色腐食土

層の溝状遺構が検出された。その規模は235X60cmで中央部東寄りがやや膨れる長楕円形を

呈し、いわゆる木棺の腐食により盛土が落ち込んだ為に出来ると考えられている遺構とは

その性格が明らかに異なると判断される。周溝は南部のみが保存され、北部・東部・西部

のそれは流出し遺存していなかった。南部周溝断面は、幅約120cm・深さ55cmを測り丸底状

を呈し、断面観察により二層の暗色帯が確認される。

また墳丘の築造方法は、選地された後に地表が焼き払われ、その後墳丘南部を掘って盛

土を行なったと考えられ、墳丘北部の盛土層内には炭片が見られたと同時に盛土下位には、

焼却された旧地表が明瞭に残されていた。

出土遺物は墓堀直上の溝状遺構より、須恵器の坪身・腺・高坪を各 1個体、土師器の壺

(1)・高坪（3）を検出し、棺内出土遺物として棺床よりやや上位で土師器の高坪（2）を検出し、
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幣哩番 7 ---1-.1・一味味線曲：央特面 頂i 面 f本・Iii面残及調f受見面重

疎良 埋面凹：桜／／調本歯施栴I:l* 
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6 0 1 
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（中烈） 器品15.0 在

頸基径 ゃゃ粗雑

I... s 3 
体部蔽大

径 14.7

口頸高

4. o 

晶 Jf L.I径18.9 均質微粒良好

沿高13.2 （水他

脚径 9.51 II合土）

）不部命

7.0 

脚森［高

6.2 

高 1+1復rr径 均質微粒 1良好

19.21 I水簸

復器高 胎土）

17.6 

脚径14.0

杯部高

9.0 

脚部高

8.6 

メ調整後弱いナデ仕 l:。1本下部は不整方向の

平行II「Jき目調整後弱いi-rft卜。内血は体下

部以外はヨコナデされ屈部には指頭庁痕を惑

じる。｛本部のト1Jぷ部には‘ji（具痕様のものが

明瞭に見られるが，その後のナデ調整の為 I-

文様は不明a

外曲I仰 I；海上23f；・ 1 -対の耳を布する短脚段［／L|方透しのやや大 坪部の「］縁部内外面ョコナ九内面j{f本部も

11炎紫～1火墳埋葬 1 剋の1J9為：叫である 沿高と脚径か略1ぃl値を 可コナデされるが、曲耳位には指頭／十痕を明

体，!"I I~、し且つ［」径の％の植を示す，，また、 1幻I;, ：｝ 瞭に残す。内底部にはイヽ整方向のナデfll＿け

外曲脚部

叫＼•/Ji色

内血／和祁

暗 9,i//,~

惧古IIヽ

内面脚部

淡槃灰色

と脚：＇， 11高も略回値をぷし且つ岱，t:,．脚径の約 が兄られるか、その中央部に径約 6.5cmの接

％のi直を示す，，杯瓜部は水平気味て‘I吐I!てあ 合痕が認められる。外面j利本部の卜部には櫛

↓')内位｝しなから立 1うかる。外面体 1心IIに：t8 描波状文を施文後に断面賂円形の耳か—対貼

本歯櫛描波状文が見られ、その下位は一条の 付られている。f本下部はJfpにヘラケ/.')さ

擬凸線様、その上位は短かく尖かり気昧の稜 れる。脚部外面は「寧なナデfI・ 卜けされ、後

二条により画される。［］縁部は直立気昧に外 にj不部の外底部と脚裾部に I具痕を残す透し

反して立 1かり、その土部で外傾するJ[ 1端 窓が四カに穿たれる。脚部内面は「亨なヨコ

部には丸昧がある。脚部は外反する「ハ」の ヘラケメリ，脚入II'部は水‘Fて」「JII。脚裾部

午を旱し裾部国で内傾する平面となる。裾 内外面—iコナテ c

部のヒ部と下部は弱い11り面を生し、中部は直

立気味で丸昧がある。丸昧のある裾ifl1内線は

直け気昧で接地する。脚郎の透し窓は長1」形

に近い台形を悟する

| | -

海卜23号 器高1一対して片よりやや包かいi1頸部は内均 II頸部内外面ョ •9 ナァ、外血屈F部に•部ヨ

浅黄杓褐墳埋葬jこ気昧外傾して逆「ハ」の字左里し、 II端部に コハクを感しる，，外面の全曲に赤色頗料様の

（外面（本部 は丸昧がある。 II頸：祁凶面は知かく内：hjした スリノ 7が施されるか、刻落か激しい。内血

］に浅 後、綬やかに内魯して［］端部に梵る。体部は 体卜部は比較的「寧なヨコナデ/f:1:を見るか、

l) 

I 

球し近い横長の偏球状を＇立しf本部最大径位 1i| f本卜部は粗雑て不規則なヘラケズ＇）後未調整

1本部の中位にある。 に近いナテ1士lけてある。内面討部へのケズ

リ込みは見られないc

i索地は淡海士邸閃 f l径の約％の脚径を有し、閣高の％以 l_0)深 J和＇，1；外面ヨコナテ、内血も斜 I．力ヘのヘラケ 赤色韻料

I黄橙～浅墳埋紐i・ いJ和1冷有する，J億部は水平て平JIしてあり、 ズリ｛愛ゴコナデ。(J示部の内外向にヘフミガキ l2 5 

黄褐色。 f本部 杯体部は内窄気昧に逆「ハ」の字に＿段階て を見ない）外1旬J{s底部から脚 I・半部の一部に YR¼! 

全血に赤 茫lかり、「1縁部で短かく外反してやや丸味 タテハケメ調整力泣忍められ、後脚卜‘I'部に血

色韻料を ある II端部となる，＼ J不底部外縁には段を｛］す取りヘラミガキの痕跡がある。外面脚 F半部

塗るが、 る，脚 1一部は内魯気味てやや内傾し、脚臼II ゴコナデ。内由脚ド部の一部にヨコハケメ調

脚内血に で大きく内傾する。脚端部は!fl]端部と同様整、後指頭1十痕を明瞭に残こし、内面脚部の

は赤色指 に丸昧のある所とやや角張る所とか見られる， ft上げに粗雑感がある。赤色頻料は較終段階

痕のみ 脚天井部に径約 4mmの筒孔が兄られる。 I仕 1後に施される。

素地は淡＇海十 23局 路9らの約％の深い）不部を{jし、J利屁部外縁に J不部内外血ヨコナデ。Jネ外底部及び脚 1部の 1赤色顔料

紅皐）外墳埋葬主段を/,¥つ高）1である，、Jff本部は直線気味で逆 外血は泉11浴・欠浴のちに調整不1サ1 外向脚 I:,(IOR鰭！

面の全面if本部 「ハ」の字に立卜がり、やや松］りりとなる II縁 ，，Iiiよ→コナデ。内面の脚 l^部には紋り痕が見

に赤色碩

料愈付＂

部て弱く外反しやや丸味のある［ ［端部となる。 られド部はん卜斜方のハケメ調整後ヨコナテ

脚 l部は直線気味で内傾し、脚中位トi11；で大 される。赤色顔料は調整・仕 Lの後の最終段

Iき（内傾してやや丸昧のある脚端部に千る。 階1ー施される。脚部の内面中位と内面裾部に

指頭／［痕

I 

表ー 1 海士23号墳出土遺物一覧表（1)
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20.6cm 口 ｀ロニー20.6m

- P o 5  F2 ①淡褐色腐植質士層
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o s1  

E
9
.
o
z
 

100 200cm 
③黄褐色プロソクパミス層

④オリープ黄褐色パミス層

挿図ー 5 海士23号墳埋葬主体部遺構図

形態卜の特徴 T 法ヒ の特 徴 悦 考

Po7 I苫i iィ、；復LI径 I均質徴粒

1/{,部）

索地は淡
橙色～ィ曳海上23:;1 脚部と杯底部在欠落するく9

貨褐色 墳埋葬iー：て逆 rハ」のアに外傾し、 1

内外血に｛本哀Ii
赤色舶料

9令付

コナテ、外面1」縁下部の 部に 1 赤色頓料

る。 l11本卜部をやや肉洒に1+l (2月

YR¼I 

P心 脚品と灯底部を欠落する、

推定Jf;11;I 11合十I

7.0 

17 0 I I水簸

推，上げ部 胎 LI

高 6.5 

素地［ま浅］海十23粒脚部と堺底部を欠落する。

黄褐色 墳埋葬jこ逆「ハ」の字に外傾し、
内外面に
赤色頑料 1本代じ てやや角張り内傾する［

塗付 外総に接合痕が見ら

整理番;,I遺 物 I:H上位沢 法 燿その他の特徴

l 

F-I ：鉄 鎌 海 ヒ23号 残存長10.7cm。鏃身部全板 4.6cm。頸部全長 6.2cm。茎部残存長 0.5cm。妬いフクラを感しさせ、逆刺を有する腸扶柳薬の短頸録てあるも録身

墳 坪 葬 t 部断面は半造りであり、そのIII，ii 2.0 cm、厚さ 0.2cmを測る（頸部餅面は枯部付近て 0.8X 0.3 c・mを測り、角関の頸端：；1：に向・）てそのIゾみんや

1本部 や増してゆく 茎）よ部は力形i-j如湛『iflI九hし045X0.3Scm を測る，頚中～• |、部しば約 4.5cmlこ矢柄の痕跡としてのJ寇被を認める，

F・2 I直 ｝］ 1海士23g!残存長83.7cmて鋒先の部分合やや欠柏する JJ身年体としでやや内反気味を早する直刀てある，刀身残存長60.3cmを測り、鋒付近てやや身幅を

減している事よりフクフ枯の鋒を有するかも知れないー］召込み，よ角棟，＇ド造で、中央 It,iIIての棟原 0.7cm,身幅 3.6cmを測る。茎との境：，iよ斜

［文様を＇，さし、約 0.5ぐmU)棟区と約 10 cm0)刃区を！惑しる 茎部令長］ 44cm を測り、そのJ,k,9I: f.)近ての断面は棟何がやや身 l'i気味OJ 0.85cm' 刃 I!~

0 75cm、茎聞215cmを測る心伝力形し直いJ })身中央部での断面に中午とな）ている邸分かあり、地鉄の問さ約］．5I皿程度による折返し鍛迅＇こ

i より製作されたもの／一考える。

S-l | {3 錘 I海上23;// 長径約 7.8cm、短径約 6.0cm、厚さ 2.0cm、正さ］15gを測る．，片理の発達したf蔚半な凝／火片礫岩の長端心I：し縄掛け用の切込みを入れた切且型伍

墳墳丘1111 錘である，長端部に施された切込みは両面より施されが一見すると長端部のみに切込みを入れた A種切日石足．：見えるか、四径瑞部（乃一部に

も磨耗痕を•ヶ所忍める中が出来 B種切 H わ錘としての可能性を 1l iる c

I 

2 海士23号墳出土遺物一覧表(2)
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棺床に接する如くに鉄器の直刀(1)がその鋒を東方に向けて出土し、棺床中央の南部寄りで

鉄鏃（1）が出土した。これらの出土状況は、溝状遺構より検出された遺物は供献土器と考え

られる物であり、棺内出土の物は副葬品と考えられる遺物である。

また溝状遺構より出土した諒には底部穿孔された可能性が認められ、高区（土師器）は

溝伏遺構出土の 3個体の内の 2個体に脚が遺存しているが、棺内出土の高坪には副葬当初

から既に脚が取り去られており人為的に破壊されたかの如く細片として検出された。

この古墳の築造時期は、須恵器がTK-23に比定される事より古墳時代中期後半（五世

紀第 3四半期頃）と考えられる。出土遺物に被葬者の土器枕として使用された物は見られ

ミ

Po5 

Po6 

□ --―ー／口

゜
10 20cm 

挿図ー 6 海士23号墳出土遺物実測図（ 1)
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ないが、埋葬頭位は遺構・遺物の検出状況より

東方と推定したい。

また、埋葬主体部の掘方から約20cm離れた北

方より切目石錘が出土した。 この石錘は古墳築

造以前の旧地表より検出され、縄文時代晩期頃

の物と思われる。

この海士23号墳の墳丘北部に、径約 5mの円

形プランの住居址状の遺構を感じたが、

状遺構の深さが極めて浅く、

不自然であった為に確定するには至らなかった。

：、、、
‘̀ 

゜

- -’'，，‘“‘”rm 

霰

- 0 

またそのレベルが

Fl 

5
 

10cm 

挿図ー 7
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海士23号墳出土遺物実測図（ 2)
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第 2節 海士24号墳について

海士24号墳は、標高25~25.9mで丘陵尾根上の最項部を選地して造営されている。墳丘

の保存状態は、その東部が後世の土砂採集により壊されてはいるものの比較的よく遺存し

ており、径約14m・高さ 1.8mの円墳である。周溝は北部と南部に弧状に遺存し、西部と東

部には確認されなかった。しかし、埋葬主体部の位置あるいは地形測量より東部にも周溝が

巡っていた可能性が強く、いわゆる墳丘の山項側を弧状に切断したタイプのものでは無い。

墳丘の薬造方法は、海士23号墳と同様に選地後に地表が焼き払われたものと判断され、

墳丘の北部・東半部の盛土層直―ドに多量の炭片が認められる。その後、墳丘の南西部の地

山を削り北東部へ盛り上げてある程度整形した後、南部の周溝を掘上げて墳丘全体が構築

されたものと考えられる。

埋葬主体部は、墳丘の中央に 1基が確認され、その掘方は規模440X190cmを測り隅丸長

方形を呈し、その長軸方位は N-15°-Eを示す。埋葬施設は小口痕を残さない木棺と考え

られ、その規模は196X75cmを測り、掘方の中央よりやや北部寄りに置かれていた。

出土遺物は、墓城直卜の溝状遺構より須恵器の提瓶（1）・甕（2）が検出され、棺内副葬品と

して須恵器の坪身・坪蓋のセノトを 2セノト、そして鉄器として刀子（1).鏃（6）を認め、棺

外副葬品として須恵器の坪身・坪蓋のセヽノトを 3セノトと罫身(1)そして Pol4• 15の坪身・

坪蓋のセノトに入れられ鈍の刃部片を密着した刀子(1)を検出した。

墓城直上の溝状遺構より出土した Pollの甕には明瞭に底部穿孔の痕跡が認められ、しか

もその底部穿孔された破片の一部を墳丘東部の盛土内より検出した。また、この底部穿孔

の器壁断面を観察すると、その外縁は大きく内縁が小さくなっており、穿孔法が器壁の内

面から外面に向けて施されたものと推定される。そして、殆ど完全に復元された Pol2の甕

にもその底部の割れ方に底部穿孔の痕跡を認める事が出来る。これらの甕の遺存状態より、

Pollの甕は墳丘構築中に底部穿孔されたものと考えられ、 Po12の甕は墓壊直上の溝状遺構

内に設置後に底部穿孔されたものと思われる。

また、挿図ー11の坪身・坪蓋のセヽノトは出土した時のセ、ノト関係をそのまま図化したも

のであり、型式・胎土・焼成等から確実にセノトとして認められる物は Po16• 17とPol8• 

19そして Po22• 23の 3セットである。そして Po13はPo20とセソト関係になるものと思わ

れる。これらの坪身・坪蓋で注目すべき事は、おそらく棺内で被葬者の土蜀枕として使わ

れたであろう Pol6• 17とPo18• 19がセヽノトとして出土した事と同時に、これらの土器型

式が異なる事である。 Po13• 14 • 15 • 18 • 19 • 20 • 21はTK-43に比定される物であり、

Po 16 • 17 • 22 • 23はTK-10に比定される物と思われる。

-14 -
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挿図ー 9 海士24号墳埋葬主体部遺構図
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従って、これらの出土状況より

士器枕として使用される土器は古

式の土器が使われるとは限らず、

土器型式の新旧は意識されていな

いと思われる。

古墳築造の時期は、出土遺物よ

り6世紀第 3~4四半期と推定さ

れ、埋葬頭位は遺物の出土状況よ

り北方と考えられる。

11 

PolO 

挿図ー10 海士24号墳出土遺物実測図(1)

゜
10 20cm 
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こ 013

- _ ― Po14 

ーPo15
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更 Po17

ごPo18 □了~Po20 三Po22
~Po19亡Po21 ~Po23 

゜
10 20cm 

挿図ー11 海士24号墳出土遺物実測図（ 2)

整理番号 器型 法駄hn) 胎土 焼成 色調 出土位置 形態上の特徴 手法J-.の特徴 備 考

PolO 提 瓶 ll径 744礫点存 良好 淡馬／仮色 海士24号 いわゆる水筒型を呈し、肩部に一対の鉤状貼 口縁部は内外面丁寧にヨコナデ仕上される。

僻高24I 均質緻密 ～淡青灰 墳埋葬主 付把手を有する。頸部は径50=長さ約 30 頸部内外面ヨコナデ。頸部の一部外面には暗

体部径 色 体部（溝 cmを測り、直立気昧で弱く外反する。［J耕部 緑褐色の自然釉付着、顆部内面中位に弱い一

21 3 状遺構） 内面はやや内傾するが水平に近い平面を呈 L 条の凹線が見られ、それより下位には1こぶい

fl端部は丸昧かある。｛本部背面は緩やかに弧 指圧仕上を感じる。 1本部はマキアゲ・ミズピ

状を呈し、腹面はにぶい凹凸を惑じるものの キ成形され、外背面は断続的で丁寧な回転力

平坦であり、「］頸部とは約 8度の脩きを打す キ目調整、外腹面は片方向ではあるが丁寧に

る。 ナデ仕J-．され、その下部はヘラミガキされる。

側面肩部にはカキメ調整後に鉤状把手が貼付

られる。

Poll 甕 il径218 巨礫点存 良好 内外面 海士24号 外反しながら逆「ハ」の字に外傾するfl頸部 口類部内外面ヨコナデ。外面1本部は全面に丁 底部穿孔

料高297 均質緻密 青灰色 墳埋葬主 を布し、 1]象象部外面は肥II'しやや角張る玉縁 寧な簾状叩きが施され、体中位から上位にか 1径約

頸径150 1本部 （溝 状を呈する。 [1端部内縁はやや尖り気味を呈 けて周回単位の回転カキメ調整が後に施され 7 5cm 

（本部最大 状遵構） し、その内側に内傾気味の弱い凹面が巡る。 るC （本下位～底部は叩き後にスリケシ状ナデ の不整円

径 310 体部最大径位は料高の％にあり肩部Pl弧様に 廿：I・.される。内面1本部は青海波が兄られ、体 形）

張る。 1本底部は尖底気味を呈するが丸くfi.)•• 部最大径位と中位下部に接合痕を感じる。

げられており、その一部に穿孔を見る。

Pol2 甕 II径20I 巨礫点存 良好 内外面 海士24号 にぶく外反気味1こ逆「ハ」の字に外傾する口 口頸部内外面ヨコナデ。外面頸下端部がlnl転 底部穿孔

器高392 均l't小砂 暗青灰～ 墳埋葬屯 頸部の下端に 1~2条の擬1JJJ線を見る。[J縁 を利用して•気に強くナデられて擬凹線とな の可能性

頸径157 散存 暗黒灰色 体部（溝 部でさらに外方へ段をもって屈曲させられ、 る。イ本部外面は丁寧に簾状叩きされ、後に弱 大（径約

1本部最大 状遵構） 内背しながら立上がる口縁r．端部は上方へ丸 ぃョコナデfi士を感じる。外底部は叩きの後 6 cmの不

径 355 （おさまる。内面［l縁部は内傾する凹面を呈 にスリケシ状ナデ11」：される。内面1本部には 整Pl形）

し外反する頸部へ連続する。外面「l縁下端に 青海波文が見られ未調整。内底部は青海波文

は丸味のある凸線文が巡る。｛本部最大径位は 後弱いナデ仕．上を見る。 1本部の接合は底部外

料高の％と中位あり、緩やかに立上がる体底 縁付近と肩部にあり青海波文の粗密により識

部へ連続する。 1本底部に二方向よりの弱い凹 別される。

部（型持ち）と肩部・肩部下位に各ー 9 ヶ所の

凹部を見る。

Po13 9f身 口径120 中礫点在 やや良好 外面 海士24号 にぶく内弯気味で内傾する立Kがり［］端部に マキアゲ・ミズピキ成形、体外底部は[o[転へ Po 20と

器高 43 均質緻密 暗褐黒灰 墳埋葬主 は丸味がある。受部はやや短かく水平方向を ラキリ後雑な片方向ナデ調整、Jネ外面の底部 セソトの

受部径 色 f本部（棺 向き端部には丸昧がある。受部内面は平坦で 外縁部のみに回転ヘラケズ＇）を施す。jf 1本部 可能1中大

14 1 内面 外副葬） 水平を呈し、外面は凹面をもたない。外底部 内外面ヨコナデ、j不内底部外縁に当具痕様有

立 I・.り高 暗褐色 はにぶく揚底気味を呈す平坦であり、内脱部 り、立上がりハリソケ後内外面ヨコナデ。

11 には凸凹がある。

表ー 3 海士24号墳出土遺物一覧表(1)
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整理番号 器型 法量（cm) 胎土 焼成色 調出士位置 形態上の特徴 手法I.の特徴 備考

Po!4 j子 蓋[]径127 中砂赦在 不良 内外面 海士24号 凹凸があり雑だが水平気昧を呈する天井部を マキアゲ・ミズピキ成形。 [1縁部内外面ヨコ 急造品’

器高 41 均質緻密 浅オリー 墳埋葬主 有し、｛本下部は弱くマキアゲ痕を残しながら ナデ。天井部外面は1991転ヘラキリ後不規則で

プ色 f本部 1棺 内埒して丸昧ある口端部にいたる。 [l縁部内 雑なナデ調整、外面天井部外縁のみ199I転ヘラ

外副葬） 面下部には弱い挺凹線を感じ、その上位が弱 ケズリ調整される。内面天井部不規則で雑な

い凸面を呈し内弯して天井部へ至る。内面天 ナデ調整

井部には凸凹がある。

Pol5 杯 身[J径118 均質緻密 良好 外面 海士24号 にぶく内背気味で内傾する立上がりは肉国で マキアゲ・ミズピキ成形。外面杯底部1口l転へ F-3内蔵

器高 38 灰～黒灰 墳埋葬主 あり口端部は丸い。受部はやや短か（水平方 ラキリ・未調整。杯底部外縁のみ1°1転ヘラケ

受部径 色 f本部（棺 向を向き、端部は丸い。受部内面は平坦で水 ズリ調整される。内面lネ底部［"［転ヨコナデ調

14 0 内面 外副葬） 平を呈し、外面は弱く外反した後、内対する 整。 3グ上がり部ハリッケ後休］外面ヨコナデ。

立上り高 灰色 坪f本部へ連続する。坪底部外面は粗雑て1こぶ

11 ＜揚底気昧を呈する。杯底部内面には[1IJ凸が

著しく水平様を呈する。t不1本部内面には10数

ヶ所に気泡状の膨らみを見る。

Po16 杯蓋 [ I径156 巨礫点在 良好 内外面 海士24号 やや丸味のある天井部が緩やかに内奇して、 マキアゲ・ミズピキ成形後天井部からf本部へ 土料枕’

器高 48 均質緻密 青灰色 墳埋葬主 内弯しながらやや外傾する[J縁部へ至る。体 かけて、その％以上を回転ヘラケズリ調整す Po 17と

f本部（棺 部と「I縁部の境界には一条の凹線文が巡る。 る。内面天井部ヨコナデ。 [1縁部内外面ヨコ 七ソトと

内頚位） 「1端部は丸く、内面[1縁下部は内傾するにぶ ナデ。外面天井部の中央に「＋」字状の赤色 なる。

い凹面を呈する。内面天井部には凸[!/]がある。 舶料が感じられる。

Po17 杯身 [ l径131 巨礫点在 良好 内外面 海士24号 やや丸味のある杯底部が緩やかに内弯して立 マキアゲ・ミズピキ成形。外底部中央から周 土料枕’

器高 46 均質緻密 青灰色 墳埋葬t 上がる。受部の端部は水平方向を向き丸味が 辺部に向って、その％以上を［U［転ヘラケズリ Po 16と

受部径 （本部 （棺 ある。受部外面は内弯しながら外傾 L、その する。受部 「1縁部は内外面ヨコナデ。fl縁 セットと

15 8 内頭位） 下位に世1面をもつ。受部内面は水平方向の凸 部の1/.Iがりはオリコミによると思われる。 なる。

¥'1.」:')京i 面を呈し、その内縁に凹線をもつ。「1縁部の 杯底部内面は片方向の雑なナデ調整。i受部内

I 3 立上がりは、その中部と下部で直線気味に内 籍の擬flll線と内面［］柑下位のヨコナデによる

傾し、中位上音1;(/)擬凹線を境いにやや外反し 凹面が丁寧に仕tげられる）

て内傾する[1糸成上部となる。内面口綽部も内

弯して内傾するが上部で外反し、やや肉麻で

丸味のある［］縁部となる。 1不｛本部内底には凸

[111がある。

Po!S 坪蓋 rr径142 巨礫点存 良好 外面 海士24号 中央部にやや凹凸があるものの平卦！で水平な マキアゲ・ミズピキ成形。外面天井部の中央 土器枕？

器高 38 均質緻密 青1仮色～ 墳埋葬主 天井部を有し、その外縁部が内弯して下り直 部に未調整部分を残すが、水平気味の天井部 Po 19と

暗黒灰色 1本部（棺 立気味にやや内傾する[1縁部へ至る。「l泉かの の9各全体に1"1転ヘラケズ＇）を施す。内面天井 七ソトと

内面 内頭位） 外面中位は1こぶく外反する凹面を呈し、内面 部の中央は不整方向のナデ仕上げを施すが、 なる。

暗紫灰色 下部は内傾して弱い凹面である。「1端部は尖 世l凸を残している。 r1縁部内外面はヨコナデ

り気味だが丸味はある。 Ill紺下部が肉薄とな fi: I：げされる。

る）

Po19 坪、 身[J径126 巨礫点存 良好 外面 海士24号 平坦で水平な9f底部の外縁．上位に弱い凹面が マキアゲ・ミズピキ成形。 1叫転ヘラキリ後外 土料枕？

器高 43 均質緻密 淡青灰色 墳埋葬主 見られ内弯しながら外傾する坪体部へ連続す 面杯底部の中心から底部外縁までを1,1転ヘラ Po 18と

受部径 内面 （本部 （棺 る。外面受部下位は外反し、内究しながら外 ケズ＇）する。jff本部 [1縁部は内外iliiヨコナ セソトと

15 0 暗紫灰色 内頭位） 傾して上斜外向へ尖り気味に丸い受部端部と デ。内底部には片方向ナデ調整内面受部内縁 なる。

立上り高 なる。受部内面は上方への世］面を呈L、やや には擬凹線は見られず、立上りはハリッケ技

1 4 肉薄で直線気味に内傾する［」縁部へ連続する。 法と思われるが、内面立上り下位にはハリソ

n縁立．J：り端部は上斜内方へ尖り気昧に丸い。 ケ痕を残さない様な丁寧なヨコナデ付： I：げが

杯内底部にはやや凹凸が見られる。 見られる。

Po20 杯蓋 [I径138 巨礫点在 やや不良 外面 海士24号 中央部にややlyJ凸があるものの水平気昧の天 マキアゲ・ミズピキ成形。 ,,1転ヘラキリ、外 Po 13と

器麻 42 均質緻密 青灰色～ 墳埋葬主 井部を有し、その外縁の一部にある世l面を境 面天井中央部は未調整。外面天井部外縁に[n| 七ソトの

暗赤礼）色 1本部 （棺 界として内奇しながら外領するf本部を呈し、 転ヘラケズ l)調整が施される。[J縁部内外面 可能性大

内面 外副葬） 直立気味でやや外傾する Ii縁部となり、JI端 ヨコナデ。内面天井部には1nI転ヨコナデ調整

オリープ 部には丸味がある。 r1縁部の外面中位は弱く が施されるが、弱い凹凸が残る。

灰色 外反し、内面下部はやや肉薄となり直線気味

に内傾するがその境界は線として識別されな

し沿

Po21 9f身 [I径126 巨礫点在 良好 外面 海士24号 内底部に弱い凹凸があるものの平月1で水平に マキアゲ・ミズピキ成形。外底部'"'転ヘラケ

器高 45 均質緻密 淡灰色 墳埋葬1 近い庇部を有し内背しながら外傾する1本部を ズリが施され、 1本部・ [1縁部の内外面は1nI転

受部径 （自然釉 1本部（棺 もつ受部下位でにぶく外反した後、内吟気味 ヨコナデ仕上げされる。内底部はエ具痕を残

151 付着） 外副葬I で外傾する受部外面となり、肉肛で丸味があ すものの1寧に回転ヨコナデされ、一部に指

立上り高 内面 り水平外方へ向く受部端部となる。内面受部 頭圧痕も残す。立い） ［I縁部はハリッケ技法

11 暗青灰色 は凹面気味で水平を呈し、内1'j気味で内傾す による。（外底部の一部に燿着物がある。）

る立卜．り部へ連続する。立上り［ l端部はやや

肉薄となり尖り気味で丸味がある。．,r．上り部

の内面は内埒して下り 1本部との境いの接合部

は線として明瞭に認められる。

表ー 4 海士24号墳出土遺物一覧表(2)
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整理番号器 型法最（cm) 胎土 焼成 色調 出士位置 形態上の特徴 手法｝．の特徴 偏考

Po22 杯蓋 [ 1径146 巨礫点存 良好 外面 海寸24•;; やや丸味のある天井部が内究しながら内傾す マキアゲ・ミズピキ成形。外面天井部から（本 Po 23と

＆＇｝高 46 均質緻密 暗灰～暗 墳埋葬t る1本部へ連続し、［ l縁部との境界に極めて短 部にかけて、その％をi"［転ヘラケズリfI:KIt゚ 七ソトと

黒灰色 ｛本部（棺 かくやや尖る稜を有する。稜の下位は[Ul線文 し、その他は圃転ヨコナデする。 II縁部内外 なる。

内面 外副葬I が見られ、内吟気味でやや内傾する[I縁部の 面ヨコナデfi:I-If、内面天井部は片方向で1―

青灰色 端部には丸昧がある。内面II縁下部はやや肉 寧なナデ1JI•I t'をするが弱い[ll1,1 を残す。

薄となり、直線気味で内傾するが、その境界

は明瞭ではない。f'I面天井部には弱いU11凸が

見られる。

Po23 j｛身 fl径130 巨礫点存 良好 外面 海ナ：24衿 やや丸昧のある 1本底部をもち内弯しながら外 マキアゲ・ミズピキ成形。外面1本庇部から体 Po 22と

器瑶i4 9 均1't緻密 灰～暗灰 墳埋葬↑・・ 傾する｛本部を呈する。受部外面で外反して外 部へ％を[≫I転ヘラケズ ')11:I▲げされる。 II縁 セットと

笈：’｛|l径 色（自然 i本部 （柁 傾し、短かめで水平方向に尖り気味の受部端 立」り部はオリコミ技法と思われ、[l縁部内 なる。

14 9 釉着） 外副葬） 部となる。受部内面は平サ！で水平に近く、そ 外面はi"i転ヨコナデされる。内底部は片方向

立 1り高 内面 の内粒に擬[lll線を布する。外面II縁部はド部 の］寧なナデ111．げを施されるが、弱い［川凸

14 粁灰色 で外反気味内傾して＼’rkがり、中部から卜．部 を残す。

ヘ内傾気味直立して内WJし、 l：方へ尖り気味

やや肉Iがで丸味ある「 1端部となる。日端部内

縁は丸くナデられ、内面[l縁下位は1寧にナ

デられて境界線は見られない。

整理番号 遺物 出土位置 法競 そ の他 の特徴

F-3 7) 子— 海士24号 鋒の先端部を一部欠損し、全長9.2cmの7)子に茎尻方向に刃端を向ける残存長36cmの能が密着しており、 7]子と施との見かけ Kの全長は109血

（鈍付着） 墳埋葬屯 を測る。］）チの鋒はフクラ付と推定され、刃部は棟厚 2皿、刃幅12mmで断面形が二等辺＿-_角形の平造りであり、刃基部へ向ってやや厚みを増す。

f本部 （棺 刃関は 25mm、棟関は約 2mm弱を惑じ、刃部残存長は 66血を測る。茎全長は 25cmを測り、その断面形は 2X 9mmの長方形を呈する。能1ま身

外副葬I 幅が8mmと細身であり、その厚みは約 2mmと思われる。錢の刃先部と刀子(/)9]部中央付近に木皮の付著が見られる。この遺物は、「J径118cmの

(Po 15 Po15好身）に内蔵され、 Po14（比蓋）により蓋をかけられた状態で出土したものであり、埋葬頭位の棺外副葬品である。従って、能は副葬時

に内蔵） には既に刃先部のみの状態にされていたものと推定される。

F-4 )j ＋海士24号 残存長 81叩で刃部の約％を欠損している。刃部残存長 3O=茎部全長 51血を測り、刃部の棟厚 3mm・刃幅12mmの平造りである。棟関は無い

墳埋葬主
ものと思われ、刃関は 25mmを測る。茎部には木質部の残存が良く、その断面形は 5XI伽mの長方形を呈する。刃部の断面には中空部が見られ、

1本部（棺

内副葬） 地鉄の厚さ約 1皿で折返し鍛造によると思われる。

F-5 鉄鏃 海士24号 残存長 61 cmで、鏃身先端部と顆部の大半そして茎部を欠損する。逆刺長1加mを含む鏃身部残存長は 64 cmを測りその身幅は中央部で 26 cmで

墳埋葬．1・.
平造りと思われ、弱いフクラ付きを感じさせる。茎基部長 9=を残存し、その断面形は中空となり地鉄厚約 15mmで5X 8皿lの長方形を呈する。

体部（棺

内副葬） 型式としては、腸袂柳葉短頸鏃と推定され、頸部と茎部の境界は角関を有すものと思われる。（推定逆刺幅 39 cm＝逆剌両端部間の長さ）

F-6 鉄鏃 海士24号 残存長71血で類部の大半と茎部を欠損する。逆剌の端部を欠くが腸袂型の逆剌を有する柳葉短頸鏃と推定される。鏃身残存長は 60 cmを測り、

墳埋葬主 逆刺長 5皿推定逆刺幅 29cm以k （逆剌両端部間の長さ）鏃身輻 22血で、その断面形は平造と判断される。頸部は長さ 16cmを残存し、その

1本部（棺 断面形は中空となっており地鉄J阜 1mmで 75 X 5mmの長方形を呈している。片面鏃身部の一音I：に針葉樹類の木片を付着している。（頸端音1:/J)関部

内副葬） については不明）

F-7 鉄鏃同 上 F-6と同一地点で出土し、同一個1本の可能性がある。鉄鏃の茎部であり、その残存長は 27 cmを測り、断面形は 8X 3mmの長方形を呈する。従

（茎部） って、 F-6の顆部断面（ 75X5mm) に比較してその断面数値がやや不自然と判断され、また、頚関部についても不明な為に、ここでは別個体

として数える事とする。

F-8 鉄鏃 海士24号 残存長 77 cmを測り、頸尻部と茎部を欠損する。鏃身長 48 cm、逆剌長 7mm、逆剌幅推定24mmでフクラ枯れ様を呈し逆剌部外縁が外反せず、鏃

墳埋葬主
身幅は推定24mmと逆剌幅と同値と思われる。鏃身部の断面形は片丸造り気味を呈するが平造りであろう。頸部残存長 33 cmで、その断面形は地

体部（棺

内副葬） 鉄厚075mmで7X 5皿1の長方形である。頸関部については不朋であるが、全体として腸袂柳葉短頸鏃と推定される。

F-9 鉄鏃 海士24号 残存長 29cmを測り類部の大半を欠損している。鏃身部の外形はフクラ付きの五角形を呈する女IIく思われるが、サピ膨れの為に明確ではなく、
墳埋葬主

鏃身長 25血、鏃身幅 18呻、鏃身関高 04 cmを測る。鏃身断面形もサピ膨れの為に不明であるが平造り又は片丸造りと思われる。頸部は 3皿l
f本部（棺

内副葬I が残存し、その顆基部の断面形は地鉄厚］ 5mmで中空となり 8X 3mmの長方形を呈する。従って、鏃身関部が角関の五角形長頸鏃を推定させる。

F~JO 鉄鏃 同士． F-9と同一地点で出土し、これの頸部片と思われる。残存長 28cmを測り、その断面形は鏃身寄りで中空となり頸械寄りで中実となって 7X 4 

（茎部） mの長方形を呈する。

F-11 鉄鏃
海士24号

残存長 84 cmを測り鏃身部に長さ 54血の木片（針葉樹材）を付着する。鏃身部外形は鏃身先端部に丸味がある為片刃形とは思われず、柳葉形を
墳埋葬主

体部（棺 呈すると思われる。鏃身関部は 2mmの角関であり鏃身長1ふ皿、鏃身幅11mmを測る。頸部断面は 7X 3mmの長方形を呈し、頸部長 65 cmを測る。

内副葬） 角関柳葉形長頸鎌と推定される。 1鏃身断面は片丸造り）

表ー 5 海士24号墳出土遺物一覧表(3)
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